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IMMERSIVE SOLUTION HISTORY

1969 音響コンサルティング

1985 初のAFCシステム

2019 新世代のAFC Enhanceに進化

2021 AFC Imageの登場

1969年、演奏者と聴衆、そして空間の理想的な関係性を見つけ出すこと
を目的に、音響コンサルティングの活動を開始しました。そこで「建築音
響」「電気音響」「騒音制御」といった音響全般に関わる技術と知見の深
い理解につながりました。

1984年に設立されたSteinbergは世界中に多くのユーザーを持つオー
ディオソフトウェア/ハードウェアブランドです。Steinbergが生んだ数
々の製品は、現代のデジタルオーディオプロセシングにおける様々な分
野で名声を得ており、音楽制作、作曲、マスタリング、整音、放送、サウン
ドデザイン、ポストプロダクションなど、多くの業界において重要な役割
を担っています。2005年にヤマハグループの一員となり、ヤマハイマー
シブソリューションのコンテンツプロダクションにおいて、高い柔軟性と
費用対効果、容易に扱える革新的技術の数々を提供し、音楽創造の可
能性をさらに高め続けています。

NEXOは、1979年の設立以来パリに本社を置き、画期的なサウンド・リ
インフォースメント・ソリューションを設計している業務用スピーカーブ
ランドです。先駆的なテクノロジー、革新的なデザイン、卓越した音響性
能は、何十年にもわたって世界中で行われるライブベントを支え、サウン
ドのプロたちから敬意と信頼を得てきました。2008年からはヤマハグ
ループの一員となり、ヤマハイマーシブソリューションのシステムデザ
インにおいて直感的なシミュレーションツールと効率的な設計フロー
を提供し、完全に統合・制御されたスピーカーとアンプは、高品位な
イマーシブオーディオの再生を担っています。

1985年、会場用途の多様化や、幅広いイベントへの対応の必要性に応じ
て、ヤマハ初の音場支援システム「AFC」を発表しました。ボタンひとつで
さまざまな用途に応じて空間の残響を変更でき、ひとつの空間の利用価
値を高めました。

2019年、「AFC」は長年にわたる改良によりさらに洗練され、96kHzの
卓越したサウンドと高度な空間制御を可能にしました。

2021年、「AFC」は音場支援のための『AFC Enhance』、そして新しく
音像制御を担う『AFC Image』の2つのシステムに拡張しました。さらに
Steinberg社とNEXO社とのコラボレーションにより、制作から再生ま
でを網羅するトータルソリューションにまで進化しました。
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CREATE. CONNECT. ELEVATE FLEXIBLE WORKFLOW SUPPORT
劇場、オペラ、コンサート、インスタレーションなど多種多様なアプリケーションにおいて、空間内の音を思いのままにコントロー
ルして創り出す音響演出は、ステージ上の表現やアートの魅力を最大限に引き出し、聴衆をイマーシブな感動体験に引き込みま
す。その素晴らしい音響体験を実現するため、ヤマハはコンテンツを生み出すクリエイターと、コンテンツをオーディエンスに届
けるエンジニアに常に目を向けてきました。プロオーディオ機器メーカーとしての長年の経験と知識、豊富な機器選択肢と経済
的なワークフロー、最新の立体音響技術により、あらゆるシーンにおいて、クリエイターとエンジニアの高度なニーズを満たし、
複雑な音響演出の要求に応えます。

ヤマハイマーシブオーディオシステムは、Yamaha/NEXO/Steinbergのコラボレーションとヤマハ立体音響技術「AFC」によって、
コンテンツプロダクション、オブジェクトベース3Dミキシングと音場支援、システムデザイン、再生までをトータルにサポートする
統合ソリューションです。SteinbergのDAWソフトウェアは立体的なコンテンツ制作のためのクリエイティブな環境を、AFCは音
空間を自在に創り出す術を、NEXOは直感的なシステムデザインソフトウェアによる効率的な設計フローと高性能なスピーカー再
生を実現します。ヤマハイマーシブソリューションは、クリエイターやエンジニアが、真に没頭できるイマーシブな音響空間を創り
出すために最適な制作・設計・再生のための新たなツールと、これまでにない音作りのための手段と可能性を提供します。

コンテンツプロダクション ミキシング&コントロール ヤマハ立体音響技術 AFC システムデザイン

PLAYBACKVENUE



IMMERSIVE AUDIO SYSTEM - Inter BEE 2023 - Yamaha Immersive Audio Demo Room

イマーシブコンテンツ & イマーシブオートメーション イマーシブシステムデザイン

イマーシブスピーカーシステム & プロセッシング

Dante Control オブジェクト連動

VST MultiPanner

Input Ch Direct Out

to AFC PROCESSOR

OBJECT CONTROL

AFC Image Editor

ProVisionaire Design

ミキシング & オブジェクトコントロール

・オブジェクトコントロール
・シーンメモリー連動
・AFC Imageマスターフェーダーコントロール

・SPEAKER SIMULATION
・AFC-DESIGN ASSISTANT
・SPEAKER POSITION EXPORT (AFC Image)

オブジェクトベース3Dパンニング & 3Dリバーブ（AFC Image）
音場支援（AFC Enhance）
NS-1システムデザインとの連携

音場支援システム
AFC Enhance集音マイク

システムチューニング & プロセッシング
チャンネルベースルーティング

ネットワークシステム
Danteオーディオ & コントロール
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IMMERSIVE ヤマハ立体音響技術

音像制御システム 音場支援システム

SHOW
LIVE SOUND(JAZZ) EVENT CLASSIC CONCERT THEATER OUTDOOR THEATER SPORTS ARENA

『AFC Image』は、音像を自在に定位・移動させることで、劇場、オペラ、コンサート、インスタレーションなど
多種多様なアプリケーションにおいてイマーシブな音響演出が行えるオブジェクトベースの音像制御システムです。

音場支援システム『AFC Enhance』は、それぞれの建築物が有する、その空間固有の音響特性を活かし、音の響きを豊かにできる
ソリューションです。音源自体に人工的なリバーブを付加して異なる音の印象を作り出す手法とは異なり、楽器や歌声の自然な
聴こえ方を保ちながら、その空間に拡がる音の残響感や音量感をコントロールし、用途に適した音響空間を提供します。

主な特長

オブジェクトベースによる音像定位・音像移動

用途に適した響きを実現し、ひとつの空間を多様な演目で活用可能

AFC Enhanceの仕組み

■ 洗練されたGUI上でのオブジェクト操作や音像サイズ調整により、緻密かつ迅速な音像コントロールが可能
■ 特定のスピーカーセットにのみオブジェクト再生を割り当てできるスピーカーゾーニング機能を搭載
■ 3Dリバーブシステムを搭載し、それぞれのリスニングエリアにて臨場感ある残響と音場を実現
■ DAWやコンソールのパンニング操作を実空間の形状に最適化するレンダリングエリアコンバージョン機能を搭載
■ OSCプロトコルによる外部制御に対応

『AFC Image』では、位置情報を持たせたオーディオをオブジェクトとして扱い、そのオ
ブジェクトを空間上の任意の場所に配置することで、自在に音像を定位、移動させること
ができます。従来のチャンネルベース方式とは異なり、オブジェクトベース方式では視覚
的な音源位置と、音像の方向を一致させるためのオペレーションやプロダクションを効率
的かつ直感的に行うことができます。この新たなサウンドメイキングのアプローチにより、
オペレーターやクリエイターは意図したミックスバランスやサウンドイメージを、より多く
のオーディエンスに届けることができます。

一般的に講演会やスピーチ用途の多目的イベントスペースや集会場・宴会場は、明
瞭性の高い拡声ができるよう響きの少ない空間が建築計画されます。響きの少ない
空間では、クラシック音楽などの生演奏を行うには音の拡がりや余韻が足りないた
め、演奏者自身が気持ちよく演奏できず、また聴衆も心地よく鑑賞することが難しく
なります。
『AFC Enhance』は電気音響・信号処理技術を用いて、響きの少ない空間に、その
空間固有の音響特性を元に、用途に適した響きを付加します。クラシック音楽の生
演奏の音を自然かつ豊かに響かせられるほか、講演会・スピーチや演劇など、用途
が多岐に渡る空間を各々に適した響きに変化させることができます。これにより、建
築音響特性を活かし、そのひとつの空間を多様な演目で活用することができます。

『AFC Enhance』は、空間固有の音響特性に応じてマイクロフォン
とスピーカーを設置し、専用プロセッサーによる信号処理を行うこ
とで、空間の響きを制御できるシステムです。『AFC Enhance』
は、音響的フィードバックを利用して響きを増強する「室内音場制
御方式」と、畳み込み信号処理を利用して任意の音場を再現する
「音場合成方式」を組み合わせたハイブリッドシステムです。聴覚
印象に大きな影響を与える「初期反射音」と「残響音」を細かく制
御することにより、その空間固有の建築的響きを保ちながら、空間
全体に拡がる響きを必要に応じて調整できます。

『AFC Image』が搭載するリバーブは、ヤマハの長年にわたるホール・劇場設計のノウ
ハウをもとに開発した、より深いイマーシブ音響体験を実現できる3Dリバーブシステム
です。実際の空間における残響の聴こえ方はリスニングポイントによって異なりますが、
『AFC Image』の3Dリバーブシステムは、個々のオブジェクトの位置に応じた最適な残
響を作り出す独自の技術によって、それぞれのリスニングエリアでリアルな臨場感のある
音場を実現します。ライブラリーとして空間形状の異なる6つの残響パターンを備え、リ
バーブ成分の指向性と広がりの調整は、直感的かつグラフィカルなインターフェースで快
適に行えます。

JAZZコンサート「森山威男ジャズナイト2023」にて
AFC ImageとNEXOスピーカーが使用されました。
各楽器の音像定位やソロ演奏時のリアルタイム移
動、3Dリバーブによる臨場感あるオペレーションが
行われ、多くのオーディエンスにイマーシブなJAZZ
サウンドが届けられました。

湘南台文化センター市民シアターに音場支援システ
ムAFC Enhanceが導入されました。演劇に適した
響きの少ない空間を、演目に応じてAFC Enhance
による電気的な響きを足すことで、多目的な用途に
対応しました。演劇では拡声用として、音楽用途では
自然でクリアな響きを届けています。

AFC Imageがイルミネーションイベント「ヨルノ
ヨ」のドーム空間における音響演出に使用されまし
た。屋外ドームに設置した多数のヤマハスピーカー
を用い、ダイナミックな音源の移動、リアルな3Dリ
バーブにより、多くの来場者に幻想的でイマーシブ
なイルミネーション体験を届けました。

音場支援システムAFCとNEXO GEO M10が屋外
劇場の「グローバルリングシアター」に導入されまし
た。AFCによる自然な響きを付加することで、屋外
の劇場でありながら、コンサートホールのような自然
な音でクラシック音楽を楽しめる空間を提供してい
ます。

AFCシステムがクラシックコンサート「マリナートが
森になる」で使用されました。大ホールのオーケスト
ラではAFC Imageによる環境音の音像移動、AFC 
Enhanceによる演目毎の響きを演出。小ホー
ル・リハーサル室では別パートが演奏され、AFC 
EnhanceとAFC Image 3Dリバーブにより大ホール
空間を再現するなど、異なる空間をAFCを介して有
機的につなぐ試みが行われ、多くのオーディエンスに
イマーシブな体験を届けました。

カタール大学内のスポーツアリーナに音場支援シス
テムAFC EnhanceとNEXOシステムが導入されま
した。明瞭性重視の響きの少ない本空間で懸念され
たスポーツイベント時の臨場感の不足や盛り上がり
の欠如といった課題を、AFCのクラウドエンハンス
メントにより増強することで改善しました。

AFC Enhance OFF AFC Enhance ON

音楽演奏に適していない僅かな残響

*『AFC Enhance』はヤマハの認定を受けた「ヤマハAFC Enhance認定インストーラー」の取り扱い製品です。
ヤマハAFC Enhance認定インストーラー：ヤマハサウンドシステム株式会社（https://www.yamaha-ss.co.jp/ ）

音楽演奏に適した豊かな残響

森山威男ジャズナイト 2023
可児市文化創造センターala

イルミネーションイベント
ヨルノヨ

クラシックコンサート
「マリナートが森になる」
芸術監督・指揮　西本智実 様
静岡市清水文化会館マリナート

湘南台文化センター
市民シアター

池袋西口公園野外劇場
グローバルリングシアター

カタール大学（海外）
スポーツアリーナ


